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〇
三

は
じ
め
に

　

孔
子
と
孟
子
を
思
想
的
に
一
致
す
る
も
の
と
見
な
す

點
（
こ
こ
で
は
孔
孟
一
致

論
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
は
漢
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
、
程
朱
學

に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
一
致
」
に
お
け
る
內
容
的
變
化

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
硏
究
の
對
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

孔
孟
の
一
致
を
論
ず
る
上
で
大
き
な
問
題
と
な
る
の
が
、
性
論
で
あ
っ
た
。
周

知
の
よ
う
に
、『
論
語
』
に
お
い
て
孔
子
は
「
性
相
近
し
、
習
相
遠
し
」「
上
智
と

下
愚
と
は
移
ら
ず
」
の
よ
う
に
階
層
的
な
性
論
を
持
つ
一
方
、『
孟
子
』
は
「
性

は
善
な
り
、
不
善
無
き
な
り
」「
人
皆
な
堯
舜
と
爲
る
べ
し
」
と
言
い
、
聖
凢
の

差
別
の
無
い
性
論
を
說
き
、
兩
書
に
は
大
き
な
相

が
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
性
論
や
孟
子
顯

に
關
す
る
先
行
の
硏
究
の
成
果
を
ま
と
め
つ
つ
、

各
時
代
の
孔
孟
一
致
論
者
が
、『
論
孟
』
の
性
論
の
相

を
い
か
に
調
停
し
て
い

る
か
と
い
う
點
に
㊟
目
し
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
漢
代（

（
（

よ
り
宋
代（

（
（

に
至
る
孔
孟

一
致
論
の
展
開
と
そ
の
變
化（

（
（

に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
上
で
孔
孟
一
致
論
に
お
け
る

一
つ
の
到
逹
點
と
し
て
の
、
朱
子
の
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
解
釋
の
特
徵
に
つ

い
て
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
　

宋
代
以
前
の
孔
孟
一
致
論

　

第
一
節　

孔
孟
一
致
論
の
出
現

　
「
孔
孟
の
衟
」
と
言
え
ば
儒
敎
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
程
、
今
日
で
は
孟
子

を
孔
子
の
思
想
の
正
し
い
繼
承
者
と
見
な
す
こ
と
は
當
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
評
價
は
單
に
後
世
の
顯

の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
孟
子
自

身
が
既
に
そ
う
し
た
自
負
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
孟
子（

（
（

』
盡
心
下
の

以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

孔
子
由
り
し
て
而こ
の

來か
た

、
今
に
至
る
ま
で
、
百
㊒
餘
歲
、
聖
人
の
世
を
去
る
こ

と
、
此
の

く
其
れ
未
だ
遠
か
ら
ず
。
聖
人
の
居
に
近
き
こ
と
、
此
く
の

く
其
れ
甚
だ
し
。
然
れ
ど
も
㊒
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
亦
た
㊒
る
こ
と
無

け
ん
、
と
。

由
孔
子
而
來
至
於
今
、
百
㊒
餘
歲
、
去
聖
人
之
世
、

此
其
未
遠
也
。
近
聖

人
之
居
、

此
其
甚
也
。
然
而
無
㊒
乎
爾
、
則
亦
無
㊒
乎
爾
。

　

孟
子
は
孔
子
の
衟
の
未
だ
得
る
に
難
く
な
く
、
し
か
し
そ
れ
を
繼
承
し
な
け
れ

ば
孔
子
の
衟
が
絕
え
て
し
ま
う
こ
と
を
深
く
憂
慮
し
て
い
る
。

　

孟
子
を

子
等
の
他
の
㊒
力
な
儒
者
と
區
別
し
て
、
高
く
評
價
し
た
早
い
例
と

孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
子
の
位
置

　
　

―

性
論
を
中
心
と
し
て―

�

福
谷
　

彬
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孟
氏
は
醇
に
醇
な
る
者
な
り
。

と
揚
と
は
、
大
醇
に
し
て
小
疵
な
り
。

孟
氏
醇
乎
醇
者
也
。

與
揚
、
大
醇
而
小
疵
。

と
言
い
、

子
や
揚
雄
と
區
別
し
た
上
で
、
孟
子
の
み
を
高
く
評
價
す
る
。
ま
た

同
じ
く
「
讀

」
に
お
い
て
、

始
め
て
吾
れ
孟
軻
の
書
を
讀
み
て
、
然
る
後
に
孔
子
の
衟
の
尊
く
、
聖
人
の

衟
の
行
い
易
き
を
知
る
。

始
吾
讀
孟
軻
書
、
然
後
知
孔
子
之
衟
尊
、
聖
人
之
衟
易
行
。

と
言
う
が
、
こ
れ
は
韓
愈
が
、『
孟
子
』
を
通
じ
て
、
孔
子
の
衟
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
揚
雄
・
王

・
韓
愈
と
い
う
大
儒
が
、
孔
孟
一
致

を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
孔
子
以
後
の
㊒
力
な
儒
者
と
し
て
の
孟
子
の
顯

に
始
ま
り
、
次
第
に
文
獻
と
し
て
の
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
一
致
に
關
心
が

㊟
が
れ
る
よ
う
に
な
る
點
が
㊟
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
揚
雄
・
王

・
韓
愈
の
三
人
は
、
孔
孟
一
致
論
者
の
先
驅
け
と

い
う
點
で
共
通
し
て
い
る
が
、
今
一
つ
の
重
要
な
共
通
點
は
、
こ
の
三
人
は
獨
特

の
性
論
を
持
つ
思
想
家
で
あ
る
、
と
い
う
點
で
あ
る
。

　

代
表
的
な
孔
孟
一
致
論
者
が
、
い
ず
れ
も
性
論
に
關
し
て
一
家
言
を
持
つ
の

は
、
孔
子
と
孟
子
の
思
想
が
一
致
す
る
と
考
え
る
孔
孟
一
致
論
者
に
と
っ
て
、

『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
思
想
傾
向
の
違
い
が
顯

に
現
れ
る
性
論
の
問
題
を
い

か
に
調
停
す
る
か
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
次
に
、
揚
雄
・
王

・
韓
愈
三
人
の
性
論
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　

第
二
節　

宋
以
前
の
孔
孟
一
致
論
者
の
性
論

　

揚
雄
は
『
法
言
』
脩
身
篇
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

人
の
性
は
、
善
惡
混
ず
。
其
の
善
を
脩
む
れ
ば
則
ち
善
人
と
爲
り
、
其
の
惡

し
て
、
歬
漢
末
の
揚
雄
『
法
言（

（
（

』
君
子
篇
の
以
下
の
記
述
が
舉
げ
ら
れ
る
。

或
ひ
と
曰
く
、
子　

諸
子
を
小
と
す
、
孟
子
は
諸
子
に
非
ざ
る
か
、
と
。
曰

く
、
諸
子
な
る
者
は
、
其
の
孔
子
に

な
る
を
知
る
を
以
て
な
り
。
孟
子
は

な
る
か
。

な
ら
ず
、
と
。

或
曰
、
子
小
諸
子
、
孟
子
非
諸
子
乎
。
曰
、
諸
子
者
、
以
其
知

于
孔
子
也
。

孟
子

乎
。
不

。

　

こ
の
よ
う
に
揚
雄
は
、
孟
子
を
諸
子
と
區
別
し
た
上
で
、「
孔
子
と

な
ら
な

い
」
と
ま
で
稱
贊
し
て
い
る（

（
（

。

　

孔
孟
に
對
し
て
揚
雄
と
同

の
高
い
評
價
を
下
し
、
よ
り
詳
細
な
記
述
を
遺
し

た
も
の
と
し
て
、
後
漢
初
の
王

を
舉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
王

は
『
論
衡（

（
（

』

命
祿
篇
に
お
い
て
、「
孔
子
は
聖
人
な
り
、
孟
子
は
賢
者
な
り
」
と
孔
孟
を
併
稱

し
、
ま
た
知
實
篇
で
、

夫
れ
聖
は
猶
お
賢
の
ご
と
き
な
り
。
人
の
殊
な
る
者
之
を
聖
と
謂
え
ば
、
則

ち
聖
賢
の
差
は
小
大
の
稱
に
し
て
、
絕
え
て
殊
な
る
の
名
に
非
ざ
る
な
り
。

夫
聖
猶
賢
也
。
人
之
殊
者
謂
之
聖
、
則
聖
賢
差
小
大
之
稱
、
非
絕
殊
之
名
也
。

と
言
い
、「
聖
」
と
「
賢
」
は
大
小
の
差
が
あ
る
の
み
で
、
絕
對
的
な
違
い
は
無

い
と
し
て
い
る
。
一
方

子
に
對
し
て
は
別
通
篇
で
、
鄒
衍
と
併
稱
し
て
「
通
覽

之
人（

（
（

」
と
い
う
評
價
を
下
す
の
み
で
あ
る
。
從
っ
て
王

の
論
は
、
諸
子
の
中
で

孟
子
の
み
を
孔
子
の
繼
承
者
と
し
て
高
く
評
價
す
る
も
の
と
言
え
る
。
更
に
王

は
『
論
衡
』
に
お
い
て
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
思
想
的
に
一
致
す
る
點
を
い

く
つ
か
例
示
す
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
記
述
內
容
の
一
致
に
着
目

し
た
早
い
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

　

ま
た
唐
代
で
は
韓
愈
が
『
孟
子
』
を
尊
崇
し
、
自
身
も
『
孟
子
』
を
繼
承
す
る

こ
と
を
自
負
し
、
宋
代
の
尊
孟
思
想
の
、
よ
り
直

的
な
先
驅
け
と
な
っ
て
い

る
。
韓
愈
は
『
韓
昌
黎
集
』
卷
十
一
「
讀

」
に
お
い
て
、
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貍
變
則
豹
、
豹
變
則
虎
。

　

こ
の
よ
う
に
揚
雄
は
、
君
子
は
「
變
」
じ
て
聖
人
と
な
る
、
と
言
う
。
揚
雄

は
、『
孟
子
』
の
「
心
」
の
修
養
論
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
修
養
に
よ
っ
て
聖
人
や

君
子
に
到
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
說
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、
學
行
篇
で
は
、

學
な
る
者
は
、
君
子
と
爲
る
を
求
む
る
所
以
な
り
。
求
む
れ
ど
も
得
ざ
る
者

㊒
ら
ん
、
未
だ
求
め
ず
し
て
之
を
得
る
者
㊒
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

學
者
、
所
以
求
爲
君
子
也
。
求
而
不
得
者
㊒
矣
夫
、
未
㊒
不
求
而
得
之
者
也
。

と
あ
り
、
揚
雄
は
學
問
に
よ
る
向
上
を
說
き
つ
つ
も
、「
求
む
れ
ど
も
得
ざ
る

者
」
の
よ
う
に
、
學
ん
で
も
效
果
が
無
い
も
の
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
點

で
は
、
揚
雄
は
、『
論
語
』
の
「
上
智
」「
下
愚
」
の
よ
う
な
、
不
變
の
階
層
性
を

容
認
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る（
（（
（

。

　

揚
雄
の
性
論
は
善
惡
混
㊒
說
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
性
論
は
王

の
性
論
に
も
取

り
込
ま
れ
て
い
る
。
王

は
『
論
衡
』
本
性
篇
に
お
い
て
、

余
固
に
以
う
に
孟
軻
の
人
の
性
善
な
り
と
言
う
者
は
、中
人
以
上
の
者
な
り
、

孫
卿
の
人
の
性
惡
と
言
う
者
は
、
中
人
以
下
の
者
な
り
、
揚
雄
の
人
の
性
の

善
惡
混
ず
と
言
う
者
は
、
中
人
な
り
。

余
固
以
孟
軻
言
人
性
善
者
、
中
人
以
上
者
也
、
孫
卿
言
人
性
惡
者
、
中
人
以

下
者
也
。
揚
雄
言
人
性
善
惡
混
者
、
中
人
也
。

と
說
く
。
中
人
以
上
を
性
が
善
で
あ
る
も
の
、
中
人
以
下
を
性
が
惡
の
も
の
、
そ

し
て
中
人
を
善
惡
が
混
ざ
り
合
う
も
の
、
と
す
る
。
こ
れ
は
㊒
名
な
性
三
品
說
で

あ
る
。

　

ま
た
韓
愈
も
性
論
に
お
い
て
、
性
三
品
說
の
立
場
に
立
つ
。『
韓
昌
黎
集
』
卷

十
一
「
原
性
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

曰
く
、
性
の
品
に
上
中
下
三
㊒
り
。
上
な
る
者
は
、
善
な
る
の
み
。
中
な
る

者
は
、
導
き
て
上
下
す
べ
き
な
り
。
下
な
る
者
は
、
惡
な
る
の
み（
（（
（

。

を
脩
む
れ
ば
則
ち
惡
人
と
爲
る
。

人
之
性
、
善
惡
混
。
脩
其
善
則
爲
善
人
、
脩
其
惡
則
爲
惡
人
。

　

人
の
性
に
は
、
善
と
惡
の

分
が
ど
ち
ら
も
備
わ
っ
て
お
り
、
善
の

分
を
脩

養
す
れ
ば
善
人
と
な
り
、
惡
の

分
を
脩
養
す
れ
ば
惡
人
と
な
る
、
と
說
く
。

『
孟
子
』
は
本
質
次
元
、『

子
』
は
現
象
次
元
で
性
の
善
惡
を
言
う
も
の
で
あ
る

が
、
揚
雄
の
性
論
は
『
孟
子
』
と
『

子
』
の
性
論
の
說
の
結
果
の
用
語
の
と
こ

ろ
で
折
衷
し
た
も
の
と
言
え
る
。
更
に
、
揚
雄
の
問
神
篇
で
は
、

人
心
は
其
れ
神
な
る
か
。
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舍
つ
れ
ば
則
ち
亡
ぶ
。
能
く

常
に
操
り
て
存
す
る
者
、
其
れ
聖
人
な
る
か
。

人
心
其
神
乎
。
操
則
存
、
舍
則
亡
。
能
常
操
而
存
者
、
其
聖
人
乎
。

と
言
う
が
、
こ
れ
は
、『
孟
子
』
吿
子
上
の

孔
子
曰
く
、
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舍
つ
れ
ば
則
ち
亡
ぶ
。
出
入
時
無
く
、
其

の
鄕
を
知
る

し
、
惟
れ
心
の
謂
な
る
か
、
と
。

孔
子
曰
、
操
則
存
、
舍
則
亡
、
出
入
無
時
、

知
其
鄕
、
惟
心
之
謂
與
。

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
法
言
』
寡
見
篇
に
は
、

好
く
其
の
心
を
聖
人
の
衟
に
盡
く
す
者
は
、
君
子
な
り
。

好
盡
其
心
於
聖
人
之
衟
者
、
君
子
也
。

と
言
う
。
こ
れ
は
、『
孟
子
』
盡
心
上
の
「
盡
心
」
の
語
を
用
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
揚
雄
は
、『
孟
子
』
に
現
れ
る
「
心
」
の
修
養
の
語
を
、「
聖

人
」
や
「
君
子
」
の
語
と
關
連
付
け
て
說
い
て
い
る
。
ま
た
「
君
子
」
と
「
聖

人
」
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
吾
子
篇
で
以
下
の
よ
う
に
說
く
。

聖
人
は
虎
別
に
し
て
、
其
の
文
は
炳
な
り
。
君
子
は
豹
別
に
し
て
、
其
の
文

は

な
り
。
辯
人
は
貍
別
に
し
て
、
其
の
文
は

な
り
。
貍
變
ず
れ
ば
則
ち

豹
た
り
て
、
豹
變
ず
れ
ば
則
ち
虎
た
り
。

聖
人
虎
別
、
其
文
炳
也
。
君
子
豹
別
、
其
文

也
。
辯
人
貍
別
、
其
文

也
。
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子
』
は
、
衆
人
と
聖
人
の
一
致
を
說
き
、

人
が
向
上
可
能
で
あ
る
と
說
く
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
王

と
韓
愈
の
性
說
に
話
を
戾
す
と
、
彼
ら
の
性
三
品
說
は
、

『
孟
子
』
の
性
善
說
を
性
說
の
一

に
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
大
き
な
枠
組
み
は

『
論
語
』
の
階
層
的
な
性
說
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、『
孟
子
』
は
、

人
が
向
上
可
能
で
あ
る
こ
と
を
說
こ
う
と

す
る
が
、
階
層
的
な
性
論
を
說
く
『
論
語
』
の
性
論
を
根
本
に
据
え
る
時
、
こ
の

『
孟
子
』
が
說
く
、

人
の
向
上
可
能
性
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
。
韓

愈
は
「
原
性
」
で
續
け
て
言
う
。

曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
性
の
上
下
は
、
其
れ
終
に
移
る
べ
か
ら
ざ
る
か
、
と
。

曰
く
、
上
の
性
、
學
に
就
き
て
愈
い
よ
朙
ら
か
に
し
て
、
下
の
性
、
威
を
畏

れ
て
罪
を
寡
な
く
す
。
是
の
故
に
上
な
る
者
は
敎
う
べ
く
、
下
な
る
者
は
制

す
べ
き
な
り
。
其
の
品
は
則
ち
孔
子　

移
ら
ず
と
謂
う
な
り
、
と
。

曰
、
然
則
性
之
上
下
者
、
其
終
不
可
移
乎
。
曰
、
上
之
性
、
就
學
而
易
朙
、

下
之
性
、
畏
威
而
寡
罪
。
是
故
上
者
可
敎
、
而
下
者
可
制
也
。
其
品
則
孔
子

謂
不
移
也
。

　
「
上
の
性
」
を
持
つ
者
は
學
問
に
よ
っ
て
聰
朙
と
な
り
、「
下
の
性
」
を
持
つ
者

は
、
刑
罰
を
畏
れ
て
罪
を
犯
す
こ
と
が
減
る
、
と
す
る
。
つ
ま
り
、
孟
子
の
說
く

よ
う
に
、
確
か
に

人
は
向
上
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
向
上
の
性
質
や
程
度
は

『
論
語
』
が
說
く
よ
う
に
、
性
の
上
下
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
、
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
揚
雄
は
、『
孟
子
』
が
說
く
心
の

修
養
法
を
取
り
入
れ
、
君
子
や
聖
人
へ
の
向
上
の
可
能
性
を
認
め
る
が
、
そ
れ
は

人
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
向
上
の
餘
地
の
無
い
も
の
の
存
在
を
認

め
、
絕
對
的
な
階
層
性
を
容
認
す
る
。
王

は
、『
孟
子
』
の
性
善
を
、『
論
語
』

の
言
う
と
こ
ろ
の
「
中
人
以
上
」
の
も
の
、
つ
ま
り
そ
も
そ
も
㊮
質
が
高
い
も
の

　

王

と
韓
愈
の
性
論
で
は
、『
孟
子
』
の
「
性
善
」
と
は
『
論
語
』
に
お
け
る

「
中
人
以
上
」
の
者
を
語
っ
た
も
の
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
。「
中
人
以
上
」「
中
人

以
下
」
と
い
う
の
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
の
、

子
曰
く
、
中
人
以
上
は
、
以
て
上
を
語
る
べ
き
な
り
。
中
人
以
下
は
、
以
て

上
を
語
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

子
曰
、
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。
中
人
以
下
、
不
可
以
語
上
也
。

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
性
說
に
つ
い
て
槪
要
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
雍
也
篇
の
こ
の
條
と
竝
ん
で
、『
論
語
』
の
性
論
に
お
い
て
し
ば
し
ば
㊟
目

さ
れ
る
の
が
、
陽
貨
篇
の
、

子
曰
く
、
性
相
近
き
な
り
、
習
相
遠
き
な
り
。

子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。

の
一
條
と
、
そ
の
直
後
の
一
條
の
、

子
曰
く
、
唯
だ
上
知
と
下
愚
と
は
移
ら
ざ
る
な
り
。

子
曰
、
唯
上
知
與
下
愚
不
移
。

で
あ
る
。
雍
也
篇
と
陽
貨
篇
の
當

の
條
の
內
容
は
、
い
ず
れ
も
人
の
能
力
に
對

し
て
階
層
的
に
說
こ
う
と
す
る
點
で
一
貫
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

　

一
方
『
孟
子
』
は
、
吿
子
上
で
「
人
の
性
は
善
な
り
、
…
人
に
不
善
㊒
る
無

し
」
と
し
て
、
人
の
本
性
は
善
で
あ
る
と
說
き
、
ま
た
同
じ
吿
子
上
で
「
人
皆
な

以
て
堯
舜
と
爲
る
べ
し
」、「
聖
人
と
我
と
は
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
な
り
」
と
し

て
衆
人
と
聖
人
の
一
致
を
說
こ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
吿
子
上

で
は
、「
仁
義
禮
智
」
は
、

人
が
持
つ
も
の
と
し
て
、

人
に
向
上
の
可
能
性

が
あ
る
も
の
と
說
く（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
論
語
』
は
階
層
的
な
性
論
を
持
ち
、「
下
愚
」
や
「
中
人
以

下
」
の
人
物
を
、
向
上
不
可
能
な
も
の
と
す
る
よ
う
で
あ
る
の
に
對
し
、『
孟



孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
子
の
位
置

一
〇
七

べ
き
は
、
此
れ
聖
人
の
善
な
り（
（（
（

。

と
言
う
。『
春
秋
繁
露
』
で
は
、『
孟
子
』
の
「
性
善
說
」
の
「
善
」
の
內
容
を
、

人
が
禽
獸
よ
り
も
「
善
」
な
る
こ
と
を
言
う
だ
け
の
も
の
と
し
て
、「
三
綱
五
紀

に
循
う
」
な
ど
の
「
聖
人
」
の
「
善
」
よ
り
も
一
段
と
低
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
春
秋
繁
露
』
に
見
え
る
『
孟
子
』
の
性
善
說
の
理
解
は
、
人

の
「
性
」
は
皆
「
善
」
で
あ
る
と
す
る
點
で
は
、
宋
代
の
理
解
と

な
ら
な
い

が
、
そ
の
「
善
」
の
內
容
に
お
い
て
、
衆
人
と
聖
人
と
で
差
別
が
あ
る
も
の
と
見

な
し
て
い
る
點
で
、
宋
代
の
理
解
と
は

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
漢

代
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
性
善
說
理
解
を
示
す
斷
片
的
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
、『
孟
子
』
の
古
㊟
で
あ
る
趙
岐
㊟
で
は
、『
孟
子
』
の
性
善
說
に
對
し
て
ど

の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。『
孟
子（
（（
（

』
吿
子
上
に
は
以
下
の
よ
う
に

言
う
。故

に
凢
そ
類
を
同
じ
く
す
る
者
、
舉
げ
て
相
い
似
た
る
な
り
。
何
ぞ
獨
り
人

に
至
り
て
之
を
疑
わ
ん
。
聖
人
と
我
と
は
類
を
同
じ
く
す
る
者
な
り
。

故
凢
同
類
者
、
舉
相
似
也
。
何
獨
至
於
人
而
疑
之
。
聖
人
與
我
同
類
者
。

こ
の
條
に
對
し
て
趙
岐
㊟
は
、

聖
人
も
亦
た
人
な
り
。
其
の
相
覺
る
者
は
、
心
知
を
以
て
な
る
の
み
。
故
に

體
類　

人
と
同
じ
。
故
に
舉
げ
て
相
似
た
る
な
り
。

聖
人
亦
人
也
。
其
相
覺
者
、
以
心
知
耳
。
故
體
類
與
人
同
。
故
舉
相
似
也
。

と
㊟
す
る
。
ま
た
趙
岐
は
孟
子
離
婁
下
の
、

孟
子
曰
く
、
何
を
以
て
か
人
に

な
ら
ん
や
。
堯
舜
も
人
と
同
じ
き
の
み
。

孟
子
曰
、
何
以

於
人
哉
。
堯
舜
與
人
同
耳
。

に
㊟
し
て
、

人
生
じ
て
同
じ
く
法
を
天
地
の
形
に
受
く
。
我
當
に
何
を
以
て
人
に

な
る

を
言
う
も
の
と
考
え
、『
孟
子
』
の
性
論
を
、『
論
語
』
の
性
論
の
一

分
の
み
を

說
く
者
と
し
て
理
解
す
る
。
ま
た
韓
愈
は
、『
孟
子
』
の
言
う
よ
う
に

人
は
向

上
可
能
で
あ
る
、
と
考
え
る
が
、
そ
の
向
上
の
程
度
や
性
質
の
內
に
、『
論
語
』

が
說
く
よ
う
な
絕
對
的
な
段
階
性
・
階
層
性
を
見
出
そ
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
人
は
、『
論
語
』
の
階
層
的
な
性
論
を
自
己
の
性
論
の
基
本
形
と
し
つ
つ
、

『
孟
子
』
の
思
想
を
一

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
記

述
の
相
違
を
調
停
し
よ
う
と
す
る
點
で
一
致
し
て
い
る
。
特
に
韓
愈
は
「
中
人

以
下
」
の
も
の
に
お
い
て
も
、「
そ
の
性
な
り
の
」
向
上
の
可
能
性
を
認
め
て
お

り
、
そ
の
點
で
、
揚
雄
や
王

よ
り
『
孟
子
』
的
な
思
想
を
よ
り
强
く
吸

し
よ

う
す
る
姿
勢
が
あ
る
こ
と
も
指

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
は
宋
以
歬
の
孔
孟
關
係
の
捉
え
方
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
に
、『
論
語
』
的
な
階
層
的
人
性

が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
衆

人
と
聖
人
の
一
致
を
說
き
、

人
の
向
上
の
可
能
性
を
說
こ
う
と
す
る
『
孟
子
』

は
、
漢
代
で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
。

　

第
三
節　

漢
代
に
お
け
る
階
層
的
な
『
孟
子
』
理
解

　
『
孟
子
』
の
性
善
論
と
言
っ
て
も
、
漢
代
に
お
い
て
は
、
宋
代
の
よ
う
に
聖
人

と
衆
人
と
が
等
し
い
善
性
を
㊒
す
る
も
の
と
は
考
え
ず
、
聖
人
と
衆
人
に
は
絕
對

的
な
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

歬
漢
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
性
善
說
に
對
す
る
理
解
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し

て
以
下
の
例
が
あ
る
。
歬
漢
の
大
儒

仲
舒
の
思
想
を
傳
え
て
い
る
と
さ
れ
る

『
春
秋
繁
露（
（（
（

』
深
察
名
號
篇
に
、

性
に
善
端
㊒
り
、

の
父
母
を
愛
す
る
こ
と
、
禽
獸
よ
り
善
な
れ
ば
則
ち
之

を
善
と
謂
う
、
此
れ
孟
子
の
善
な
り
。
三
綱
五
紀
に
循
い
、
八
端
の
理
に
通

じ
、
忠
信
に
し
て
博
く
愛
し
、
敦
厚
に
し
て
禮
を
好
み
て
、
乃
ち
善
と
謂
う
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て
は
解
釋
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
人
は
皆
仁
義
の
心
㊒
り
」
の
後
に
、

「
堯
舜
は
仁
義
を
行
う
」
と
續
け
る
よ
う
に
、「
仁
義
の
心
を
㊒
す
る
」
だ
け
の
衆

人
と
、「
仁
義
を
行
う
」
堯
舜
と
の
閒
に
、
一
定
の
區
別
を
設
け
て
解
釋
す
る
よ

う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
孟
子
』
の
本
文
が
、
聖
人
と
衆
人
と
の
一
致
を
說
こ
う
と
す

る
箇
所
に
お
い
て
、
趙
岐
は
一
貫
し
て
、
聖
人
と
衆
人
と
の
閒
に
、
一
定
の
差
別

を
見
出
そ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
趙
岐
の
『
孟
子
』
解
釋
の
特
徵
は
、『
論
語
』

の
階
層
的
な
人
性

の
枠
組
み
の
中
で
、『
孟
子
』
の
性
善
說
を
理
解
し
よ
う
と

し
た
、
王

や
韓
愈
の
性
論
と
共
通
す
る
傾
向
が
あ
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
よ

う
な
孟
子
理
解
は
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
關
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と

で
成
り
立
つ
の
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
「
孟
子
題
辭
」
の
以

下
の
記
述
が
舉
げ
ら
れ
る
。

論
語
は
五
經
の
錧か
ん

鎋か
つ

に
し
て
六

の
喉こ
う

衿き
ん

な
り
。
孟
子
の
書
は
則
り
て
之
に

象か
た
どる
。

論
語
者
五
經
之
錧
鎋
、
六

之
喉
衿
也
。
孟
子
之
書
則
而
象
之
。

　

こ
の
記
述
は
、『
孟
子
』
は
『
論
語
』
に
準
據
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
趙
岐

が
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
論
語
』
と
『
孟

子
』
に
對
す
る
見
方
は
、
例
え
ば
、『
孟
子
』
の
全
て
の
題
下
の
㊟
に
お
い
て
、

『
孟
子
』
の
篇
名
一
つ
一
つ
に
、『
論
語
』
の
篇
名
と
の
一
貫
性
を
見
出
そ
う
と
す

る
こ
と
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。

　
『
孟
子
』
の
本
文
が
、
衆
人
と
聖
人
の
一
致
を
說
こ
う
と
す
る
箇
所
に
お
い

て
、
趙
岐
が
頑
な
に
衆
人
と
聖
人
の
別
を
强
調
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
一
因
は
、

『
孟
子
』
が
『
論
語
』
に
準
據
し
て
書
か
れ
た
と
す
る
、
趙
岐
の
こ
う
し
た
『
孟

子
』

に
由
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
は
主
に
漢
代
の
孔
孟
一
致
論
に
關
わ
る
議
論
で
あ
る
が
、
漢
代
の
孔
孟

べ
け
ん
や
。
且
つ
堯
舜
の
貌
は
凢
人
と
同
じ
き
の
み
。
其
の

な
る
所
以
は
、

乃
ち
仁
義
の
衟
の
內
に
在
る
を
以
て
な
り
。

人
生
同
受
法
於
天
地
之
形
。
我
當
何
以

於
人
哉
。
且
堯
舜
之
貌
與
凢
人
同

耳
。
其
所
以

、
乃
以
仁
義
之
衟
在
於
內
也
。

と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
趙
岐
は
先
の
㊟
で
の
「
體
類
」
を
、「
容
貌
」
の
よ
う

な
外
的
、
身
體
的
形
體
の
意
味
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
吿
子

上
篇
の
こ
の

に
對
し
て
朱
子
が
、

聖
人
も
亦
た
人
な
る
の
み
。
其
の
性
の
善
、
同
じ
か
ら
ざ
る
無
き
な
り
。

聖
人
亦
人
耳
。
其
性
之
善
、
無
不
同
也
。

と
言
い
、
聖
人
と
衆
人
と
は
、
備
わ
っ
て
い
る
「
性
」
の
善
性
が
同
じ
で
あ
る
、

と
解
釋
す
る
の
と
は
對
照
的
で
あ
る
と
言
え
る（
（（
（

。

　

ま
た
趙
岐
は
、『
孟
子
』
の
本
文
に
は
直

的
に
は
現
れ
な
い
に
も
關
わ
ら

ず
、「
其
の

な
る
所
以
は
、
乃
ち
仁
義
の
衟
の
內
に
在
る
を
以
て
な
り
」
と
わ

ざ
わ
ざ
聖
凢
の
區
別
に
つ
い
て
斷
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
趙
岐
は
意

し
て
、
聖
人
と
衆
人
と
の
閒
に
差
別
を
設
け
て
解
釋
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
同

の
箇
所
は
吿
子
下
に
も
あ
る
。

曹
交
問
い
て
曰
く
、
人
は
皆
以
て
堯
舜
と
爲
る
べ
し
と
、
諸
れ
㊒
る
か
、
と
。

孟
子
曰
く
、
然
り
、
と
。

曹
交
問
曰
、
人
皆
可
以
爲
堯
舜
㊒
諸
。
孟
子
曰
、
然
。

こ
の
『
孟
子
』
の
本
文
に
對
し
て
、
趙
岐
は
㊟
し
て
、

え
て
然
り
と
曰
う
は
、
人
は
皆
な
仁
義
の
心
㊒
り
て
、
堯
舜
は
仁
義
を
行

う
を
言
う
の
み
。

曰
然
者
、
言
人
皆
㊒
仁
義
之
心
、
堯
舜
行
仁
義
而
己
。

と
言
う
。
趙
岐
は
「
堯
舜
と
爲
る
」
を
、「
堯
舜
の
よ
う
な
仁
義
の
心
を
持
つ
こ

と
」
と
解
釋
し
、
文
字
通
り
「
堯
舜
の
よ
う
な
聖
人
と
爲
る
」
と
い
う
意
味
と
し
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行
い
ま
で
も
が
合
致
し
て
い
る
も
の
と
評
價
す
る
。
王
安
石
は
孔
孟
一
致
論
者
の

立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
王
安
石
の
場
合
、
こ
の
こ
と

は
、『
孟
子
』
の
言
說
を
無
條
件
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

王
安
石
は
卷
六
十
八
「
原
性
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

性
は
情
を
生
じ
、
情
㊒
り
て
然
る
後
に
善
惡
形
わ
る
。
而
る
に
性
は
善
惡
を

以
て
言
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
此
れ
吾
れ
の
二
子
（
孟
子
と

子
：
執
筆
者
㊟
）

に

な
る
所
以
な
り
。
…
且
つ
諸
子
の
言
ふ
所
、
皆
吾
れ
の
所
謂
情
な
り
、

習
な
り
、
性
に
非
ざ
る
な
り
。
…
孔
子
曰
く
、
性
は
相
近
き
な
り
、
習
は
相

遠
き
な
り
、
と
。
吾
の
言
は
此
く
の
如
し（
（（
（

。

　

王
安
石
は
、『
孟
子
』
が
「
性
善
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
實
は
「
情
」
や

「
習
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
『
孟
子
』
の
「
性
善
說
」
に
對
し
て
修
正
を
加

え
よ
う
と
す
る
。
ま
た
卷
六
十
七
「
性
情
」
で
は
、

喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
、
未
だ
外
に
發
せ
ず
し
て
心
に
存
す
る
は
、
性
な
り
。
喜

怒
哀
樂
好
惡
欲
、
外
に
發
し
て
行
い
に
見
わ
る
る
は
、
情
な
り
。
性
な
る
者

は
情
の
本
に
し
て
、
情
な
る
者
は
性
の
用
な
り
。
故
に
吾
れ
曰
く
、
性
と
情

と
は
一
な
り
、
と
。
彼
の
、
性
は
善
な
り
、
它
無
し
と
曰
ふ
は
、
是
れ
嘗
て

孟
子
の
書
を
讀
む
も
、
未
だ
嘗
て
孟
子
の
意
を
求
め
ざ
る
の
み
。
…
曰
く
、

然
ら
ば
則
ち
性
に
惡
㊒
る
か
。
曰
く
、
孟
子
曰
く
、
其
の
大
體
を
養
え
ば
大

人
と
爲
り
、
其
の
小
體
を
養
え
ば
小
人
と
爲
る
、
と
。
揚
子
曰
く
、
人
の
性
、

善
惡
混
ず
、
と
。
是
れ
性
の
以
て
惡
と
爲
す
べ
き
を
知
る
な
り（
（（
（

。

と
言
い
、「
性
」
を
七
情
が
外
面
に
現
れ
ず
に
心
の
內
側
に
あ
る
狀
態
、「
情
」
を

外
面
に
現
れ
た
狀
態
と
し
、
兩
者
を
同
一
の
も
の
の

な
っ
た
狀
態
と
見
て
、

「
性
」
を
「
情
」
に
引
き
つ
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
更
に
、『
孟
子
』
吿
子
上

の
「
其
の
大
體
に
從
へ
ば
大
人
爲
り
て
、
其
の
小
體
に
從
へ
ば
小
人
爲
り（
（（
（

。」
に

基
づ
い
て
、
孟
子
は
、「
性
」
に
は
「
惡
」
の

分
も
ま
た
備
わ
っ
て
い
る
と
說

一
致
論
者
は
、『
論
語
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
整
合
的
な
よ
う
に
『
孟

子
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
指

で
き
よ
う
。

第
二
　

宋
代
に
お
け
る
孔
孟
一
致
論

　

第
一
節　

北
宋
に
お
け
る
孔
孟
一
致
論
の
新
た
な
傾
向

　

宋
代
の
尊
孟
思
想
の
勃
興
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
提
要
』
經

孟
子
類
の
序

に
、
以
下
の
よ
う
な
要
領
を
得
た
記
載
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

案
ず
る
に
宋
禮

略
附
す
る
所
の
條
式
、
元
祐
中
よ
り

ち
論
語
、
孟
子

を
以
て
士
を
試
す
。
是
れ
當
時
已
に
尊
び
て
經
と
爲
す
。
而
る
に
晁
氏
讀
書

志
、
孟
子
仍
お
儒
家
に
列
す
。
陳
氏
書
錄
解
題
に
至
り
て
、
始
め
て
論
語
と

同
じ
く
經

に
入
る
。

し
宋
の
孟
子
を
尊
ぶ
は
、
王
安
石
に
始
む
。

案
宋
禮

略
所
附
條
式
、
自
元
祐
中

以
論
語
、
孟
子
試
士
、
是
當
時
已

尊
爲
經
。
而
晁
氏
讀
書
志
、
孟
子
仍
列
儒
家
。
至
陳
氏
書
錄
解
題
、
始
與
論

語
同
入
經

。

宋
尊
孟
子
、
始
王
安
石
。

　

神
宗
の
元
祐
年
閒
に
は
、
科
舉
で
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
が
試
み
ら
れ
、
そ
の

『
孟
子
』
は
『
直
齋
書
錄
解
題
』
で
は
、『
論
語
』
と
同
じ
く
經

に
入
れ
ら
れ
、

ま
た
宋
代
に
お
い
て
孟
子
が
顯

さ
れ
た
の
は
王
安
石
に
始
ま
る
、
と
し
て
い

る
。

　

こ
こ
で
、
尊
孟
論
者
の
提
唱
者
と
し
て
の
王
安
石
の
『
孟
子
』
理
解
に
つ
い

て
考
察
し
た
い（
（（
（

。
王
安
石
は
、『
臨
川
先
生
文
集（
（（
（

』
卷
七
十
二
（
以
下
卷
數
は
全
て

『
臨
川
先
生
文
集
』
に
據
る
。）、「
答

深
父
書
」
に
お
い
て
、

孟
軻
は
聖
人
な
り
。
賢
人
は
則
ち
其
の
行
い
皆
は
聖
人
に
合
せ
ず
、
特
だ
其

の
智
以
て
聖
人
を
知
る
に
足
る
の
み
。

孟
軻
聖
人
也
。
賢
人
則
其
行
不
皆
合
於
聖
人
、
特
其
智
足
以
知
聖
人
而
已
。

と
言
い
、
孟
子
の
こ
と
を
「
聖
人
」
と
し
た
上
で
、
孔
子
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
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愚
」
に
對
す
る
解
釋
に
端
的
に
現
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
思
想
の
目
指
す
全
體
的
な

方
向
性
は
、
第
一

で
確
認
し
た
よ
う
な
、
人
は
皆
修
養
に
よ
っ
て
向
上
で
き

る
、
と
す
る
『
孟
子
』
的
な
人
閒

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

同
時
に
、
尊
孟
論
の
指
導
的
位
置
に
い
た
王
安
石
で
す
ら
、『
孟
子
』
の
性
善

說
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
點
も
ま

た
㊟
目
さ
れ
る
。
尊
孟
論
者
で
あ
り
な
が
ら
、『
孟
子
』
の
性
善
說
を
修
正
、
も

し
く
は
特
殊
な
解
釋
を
試
み
た
者
と
し
て
は
、

轍（
（（
（

や
胡
宏（
（（
（

の
例
も
あ
り
、
性
善

說
は
宋
代
に
あ
っ
て
も
抵
抗
が
强
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
安
石
が
『
孟
子
』

の
性
善
說
を
修
正
す
る
際
、
必
ず
『
論
語
』
の
言
を
論
據
と
す
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
北
宋
の
尊
孟
論
者
に
お
い
て
も
、
宋
代
以
歬
と
同

の
、『
論

語
』
に
基
づ
い
て
『
孟
子
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
意

が
働
い
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
點
で
王
安
石
の
思
想
は
、『
論
語
』
中
心
の
宋
以
歬
と
、
後

述
の
『
孟
子
』
中
心
の
程
朱
學
の
過
渡
朞
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
王
安
石
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
こ
の
時
代
の
孔
孟
一
致
論
の
新
し
い
傾

向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
徐
積（
（（
（

の
性
論
に
つ
い
て

單
に
觸
れ
て
お
き
た
い
。
徐

積
は
『
節
孝
集
』
卷
二
十
八
「
嗣
孟
」
に
お
い
て
、

性
相
近
き
な
り
、
と
。
性
は
固
よ
り
善
な
り
。
善
は
固
よ
り
相
近
き
な
り
。

性
相
近
也
。
性
固
善
也
。
善
固
相
近
也
。

と
言
う
。
こ
れ
は
『
孟
子
』
の
性
善
論
に
よ
っ
て
『
論
語
』
の
性
說
を
理
解
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
節
孝
語
錄
』
に
は
、

公
曰
く
、
孔
子
は
其
の
略
を
言
い
、
孟
子
は
其
の
詳
を
言
う
。
故
に
孟
子
は

孔
子
の
解
な
り
。

公
曰
、
孔
子
言
其
略
、
孟
子
言
其
詳
。
故
孟
子
者
孔
子
之
解
。

と
言
い
、『
孟
子
』
を
『
論
語
』
の
義

と
し
て
見
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ

い
て
お
り
、「
性
」
に
不
善
は
無
い
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
性
善
說
の
理
解
は
正
し

く
な
い
と
王
安
石
は
主
張
す
る
。
こ
の
解
釋
の
當
否
は
一
ま
ず
措
く
と
し
て
、
こ

こ
で
も
王
安
石
は
、「
性
善
說
」
に
對
し
て
修
正
を
試
み
て
い
る
。
更
に
同
卷
の

「
性
說
」
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

孔
子
曰
く
、
性
は
相
近
き
な
り
、
習
は
相
遠
き
な
り
、
と
。
吾
れ
是
を
以
て

孔
子
に
與
す
る
な
り
。
…
曰
く
、
善
を
習
ふ
の
み
は
、
所
謂
上
智
の
者
に
し

て
、
惡
を
習
ふ
の
み
は
、
所
謂
下
愚
の
者
な
り
。
一
た
び
善
を
習
い
、
一
た

び
惡
を
習
う
は
、
所
謂
中
人
の
者
な
り
。
…
此
に
人
㊒
り
て
、
未
だ
始
め
て

不
善
を
爲
さ
ざ
る
や
、
之
を
上
智
と
謂
う
は
可
な
り
。
…
惟
だ
其
れ
移
ら
ず

し
て
、
然
る
後
に
之
を
上
智
と
謂
い
、
惟
だ
其
れ
移
ら
ず
し
て
、
然
る
後
に

之
を
下
愚
と
謂
う
は
、
皆
其
の
卒
す
る
に
お
い
て
之
を
命
と
な
づ
く
。
夫
れ

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
移
る
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
王
安
石
は
、「
上
智
」
の
こ
と
を
、
善
を
習
得
す
る
の
み
で
、
惡

を
爲
さ
な
い
者
、「
下
愚
」
の
こ
と
を
、
惡
を
習
得
す
る
の
み
で
、
善
を
爲
さ
な

い
者
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
論
語
』
の
「
上
智
」「
下
愚
」
を
、
先
天
的
な
能
力
に

對
し
て
で
は
な
く
、
後
天
的
な
學
習
や
實
踐
の
如
何
に
對
し
て
言
う
も
の
と
理

解
す
る
。
こ
う
し
て
、
王
安
石
に
お
い
て
は
、「
下
愚
」
は
「
下
愚
」
で
あ
る
か

ら
「
移
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
で
は
な
く
、
努
力
し
て
移
ろ
う
と
し
な
い
か
ら

「
下
愚
」
で
あ
る
の
だ
と
理
解
さ
れ
る
。
逆
か
ら
言
え
ば
、「
下
愚
」
と
さ
れ
た
人

閒
で
あ
っ
て
も
、
眞
に
努
力
し
て
向
上
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や

「
下
愚
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
韓
愈
が
主
張
し
た
よ
う
な
「
下
愚
」
な
り
の

向
上
で
は
な
く
、「
下
愚
」
と
さ
れ
た
人
閒
が
「
中
人
」
に
な
る
よ
う
な
階
層
を

超
え
て
の
向
上
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

王
安
石
の
論
は
、
表
面
的
に
は
、
い
ず
れ
も
『
論
語
』
の
言

を
根
據
と
し
つ

つ
、『
孟
子
』
の
學
說
に
修
正
を
試
み
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
上
智
」「
下
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此
承
上

而
言
。
人
之
氣
質
相
近
之
中
、

㊒
美
惡
一
定
、
而
非
習
之
所
能

移
者
。

と
㊟
し
、「
子
曰
く
、
性
相
近
し
、
習
相
遠
し
」
と
關
連
さ
せ
た
上
で
、
こ
れ
を

「
氣
質
の
性
」
に
つ
い
て
說
く
も
の
と
解
釋
す
る
。
つ
ま
り
、
人
の
氣
質
は
大
差

は
無
い
も
の
で
あ
る
が
、「
美
惡
」
が
一
定
し
て
學
習
に
よ
っ
て
變
わ
る
こ
と
が

な
い
も
の
が
「
上
智
」「
下
愚
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
解
釋
す
る
。
ま
た
こ
の

に
對
し
て
、
朱
子
は
以
下
の
程
子
說
を
引
く
。

程
子
曰
く
、
人
の
性
は
本
善
な
り
。
移
す
べ
か
ら
ざ
る
者
㊒
る
は
、
何
ぞ
や
。

其
の
性
を
語
れ
ば
、
則
ち
皆
善
な
り
。
其
の
才
を
語
れ
ば
、
則
ち
下
愚
の
移

ら
ざ
る
こ
と
㊒
り
。
謂
う
所
の
下
愚
に
二
つ
㊒
り
。
自
暴
自

な
り
。
人

も
善
を
以
て
自
ら
治
む
る
と
き
は
、
則
ち
移
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
昏

愚
の
至
り
と
雖
も
、
皆
漸
磨
し
て
進
む
べ
し
。
惟
だ
自
暴
の
者
は
、
之
を
拒

み
て
以
て
信
ぜ
ず
。
自

の
者
は
、
之
を
絕
ち
て
以
て
爲
さ
ず
。
聖
人
與
に

居
る
と
雖
も
、
化
し
て
入
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
仲
尼
の
所
謂
る
下
愚
な

り（
（（
（

。

　

程
子
は
、
そ
も
そ
も
性
は
善
で
あ
る
が
、
才
に
つ
い
て
は
下
愚
で
移
る
こ
と
が

な
い
も
の
が
あ
る
と
說
き
、
そ
し
て
「
下
愚
」
の
こ
と
を
「
自
暴
自

」
の
者
と

解
釋
す
る
。「
自
暴
自

」
と
は
『
孟
子
』
離
婁
上
の
、

孟
子
曰
く
、
自
ら
暴そ
こ
なう
者
は
、
與
に
言
う
こ
と
㊒
る
べ
か
ら
ず
。
自
ら

つ

る
者
は
、
與
に
爲
す
こ
と
㊒
る
べ
か
ら
ず
。
言
禮
義
を
非そ
し

る
、
之
を
自
ら
暴

う
と
謂
う
。
吾
が
身
仁
に
居
り
義
に
由
る
こ
と
能
わ
ず
、
之
を
自
ら

つ
と

謂
う
、
と
。

孟
子
曰
、
自
暴
者
、
不
可
與
㊒
言
也
。
自

者
、
不
可
與
㊒
爲
也
。
言
非
禮

義
、
謂
之
自
暴
也
。
吾
身
不
能
居
仁
由
義
、
謂
之
自

也
。

に
基
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
孟
子
は
、
發
言
が
「
禮
義
」
に
悖
る
も
の
を
「
自
暴
」、

は
、『
孟
子
』
を
通
じ
て
『
論
語
』
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

徐
積
が
『
論
語
』
の
「
性
相
近
し
」
を
性
善
說
を
說
く
者
と
解
し
た
の
は
、

『
孟
子
』
を
『
論
語
』
の
義

と
見
な
し
、『
孟
子
』
を
通
じ
て
『
論
語
』
を
理
解

し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
『
孟
子
』
に
基
づ
い

て
『
論
語
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
時
代
の
孔
孟
一
致
論
の
大
き
な
變
化
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
宋
代
の
孔
孟
一
致
論
に
お
け
る
一
つ
の
到
逹
點
と
言
う
べ
き
朱
子

は
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
關
係
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
。

　

第
二
節　

朱
子
に
お
け
る
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
調
停

　
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
性
說
に
關
わ
る
議
論
は
、
張
載
の
「
本
然
の
性
」
と

「
氣
質
の
性
」
の
二
つ
の
槪
念
の
提
唱
に
よ
り
、
最
終
的
な
決
着
を
見
る
も
の
と

さ
れ
る
。
こ
の
槪
念
の
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
硏
究
が
存
在
す
る

の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
兩
槪
念
を
媒
介
と
し
て
い
か
に
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
が

關
係
付
け
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
こ
の
「
本
然
の
性
」
と
「
氣
質
の
性
」
と
い
う
槪
念
に
つ
い
て

單
に
觸

れ
て
お
き
た
い
。「
本
然
の
性
」
と
は
、
全
て
の
人
閒
が
天
か
ら
平
等
に
付
與
さ

れ
た
「
善
」
な
る
「
性
」
の
こ
と
を
指
す
。「
本
然
の
性
」
は
天
か
ら
人
に
付
與

さ
れ
る
段
階
で
、
各
人
の
「
氣
質
」
の
淸
濁
の
影
响
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本

來
平
等
で
あ
っ
た
「
性
」
に
個
體
差
が
生
じ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
個
體
差

が
生
じ
た
「
性
」
を
宋
學
で
は
、「
氣
質
の
性
」
と
呼
ぶ
。
朱
子
は
先
述
の
『
論

語
』
の
「
上
知
下
愚
」

に
對
し
て
、

此
れ
上

を
承
け
て
言
う
。
人
の
氣
質
相
近
き
の
中
、

た
美
惡
の
一
定
し

て
、
習
の
能
く
移
す
所
に
非
ざ
る
者
㊒
り
。
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第
三
節　

朱
子
に
よ
っ
て
『
論
語
』
に
見
出
さ
れ
る
「
性
善
」

　
『
朱
子
語
類（
（（
（

』
卷
十
九
の
「
語
孟
綱
領
」
は
、
朱
子
が
『
論
語
』
と
『
孟
子
』

の
關
係
性
を
い
か
に
見
な
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
問
答
を
多
く

錄

し
て
い
る
。
以
下
の
『
語
類
』
の
引
用
は
特
に
斷
ら
な
い
限
り
、
卷
十
九
「
語
孟

綱
領
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

孔
子
は
人
に
敎
え
る
際
、
た
だ
「
居
處
は
恭
し
く
、
事
を
執
り
て

し
み
、

人
と
與
わ
り
て
忠
た
り
」
と
言
っ
て
、（
衟
理
を
そ
の
發
言
の
中
に
）
含

さ

せ
て
お
り
、
人
に
自
分
か
ら
こ
れ
を
求
め
さ
せ
る
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
、『
孟

子
』
に
至
っ
て
性
善
を
（
言

に
し
て
）
說
い
た
の
は
、
も
は
や
聖
人
と
は

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
曾
祖
衟
錄
。

孔
子
敎
人
只
言
居
處
恭
、
執
事

、
與
人
忠
、
含
畜
得
意
思
在
其
中
、
使
人

自
求
之
。
到
孟
子
便
指
出
了
性
善
、
早
不
似
聖
人
了
。
祖
衟
。

「
孔
子
は
人
に
敎
え
る
際
、
非
常
に

朙
直
截
で
、
孟
子
は
や
や
力
を
費
や

し
て
說
朙
す
る
。
孟
子
は
必
ず
『
擴

』
さ
せ
よ
う
と
し
、
孔
子
は
人
に
敎

え
る
際
、
す
ぐ
に
工
夫
の
着
手
點
が
あ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。」
質
問
。「
孔

子
は
ど
う
し
て
人
に
擴

さ
せ
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。」
先
生
「『
居
處

は
恭
し
く
、
事
を
執
り
て

し
む
』
と
い
う
の
は
、
擴

で
な
く
て
何
な
の

だ
。」
甘
節
錄
。

孔
子
敎
人
極
直
截
、
孟
子
較
費
力
。
孟
子
必
要

廣
、
孔
子
敎
人
、
合
下
便

㊒
下
手
處
。
問
、
孔
子
何
故
不
令
人

廣
。
曰
、
居
處
恭
、
執
事

、
非

廣
而
何
。
節
。

　

こ
れ
ら
の
發
言
に
よ
る
と
、
朱
子
は
『
論
語
』
子
路
篇
の
「
居
處
は
恭
し
く
、

事
を
執
り
て

し
み
、
人
と
與
わ
り
て
忠
な
り
」
の

に
は
、『
孟
子
』
の
「
性

善
」
の
義
や
擴

說
の
內
容
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
捉
え
て
い
る
る
よ
う
で
あ

行
い
が
「
仁
義
」
に
由
ら
な
い
も
の
を
「
自

」
と
す
る
。『
孟
子
』
に
お
い
て

は
、
仁
義
禮
智
は
、
己
の
內
に
既
に
備
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
愚
人
が

向
上
で
き
な
い
の
は
、
㊮
質
の
如
何
に
よ
る
も
の
で
な
く
、「
自
暴
自

」
な
本

人
の
意
志
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

話
を
朱
子
の
『
論
語
』
解
釋
に
戾
そ
う
。
朱
子
の
『
論
語
』
解
釋
に
從
う
と
、

『
論
語
』
の
「
下
愚
」
と
は
、
先
天
的
に
㊮
質
が
低
い
も
の
を
指
す
の
で
は
な

く
、
自
分
が
㊒
す
る
衟
德
性
を
發
揮
し
よ
う
と
し
な
い
も
の
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
從
っ
て
『
論
語
』
に
お
い
て
、「
下
愚
」
が
「
移
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
の

は
、
自
ら
の
善
性
を
發
揮
し
よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
脩
養
次
第
で
は
愚
人

で
あ
っ
て
も
徐
々
に
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

古
㊟
の
何
晏
『
論
語
集
解
』
が
引
く
孔
安
國
㊟
が
、
同
じ
『
論
語
』
の
こ
の
條
を

解
し
て
「
下
愚
は
强
い
て
賢
た
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
、
そ
も
そ
も
向
上
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
釋
す
る
の
と
は
對
照
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
は
、『
論
語
』
の
「
下
愚
」
を
、『
孟
子
』
が
說
く
「
自
暴

自

」
の
も
の
、
つ
ま
り
自
ら
向
上
の
可
能
性
を
放

す
る
者
と
し
て
理
解
し

て
、『
論
語
』
の
內
容
を
『
孟
子
』
の
理
論
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
で
、
兩
書
の

內
容
の
相
違
を
調
停
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
朱
子
は
、『
孟
子
』

が
說
く
よ
う
な

人
の
向
上
の
可
能
性
を
ま
ず
認
め
た
上
で
、
そ
の
向
上
の
意
欲

の
う
ち
に
、『
論
語
』
が
說
く
よ
う
な
階
層
性
を
見
出
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

孔
孟
一
致
論
の

點
か
ら
見
れ
ば
、『
孟
子
』
の
枠
組
み
で
『
論
語
』
を
理
解
し

た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
朱
子
は
、
本
来
『
孟
子
』
の
獨
創
で
あ
る
、
性
善
說
を
、『
論
語
』
の

內
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
次
の
節
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。



孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
子
の
位
置

一
一
三

し
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

性
善
說
や
擴

說
は
い
ず
れ
も
『
孟
子
』
思
想
の
根
幹
に
關
わ
る
槪
念
で
あ

り
、
ま
た
一
般
的
に
孟
子
の
獨
創
と
さ
れ
る
思
想
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
槪
念
は

朱
子
の
㊟
釋
を
通
す
こ
と
で
、『
論
語
』
の
內
に
既
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し

て
理
解
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
孟
子
』
の
思
想
を
『
論
語
』

の
內
に
「
遡
及
」
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。　

　

こ
こ
で
、
こ
の
『
孟
子
』
の
思
想
の
『
論
語
』
へ
の
「
遡
及
」
と
い
う
點
に
着

目
し
た
い
。
宋
學
に
お
け
る
孔
孟
一
致
論
は
、
一
般
的
に
「
衟

論
」
と
い
う
語

で
說
朙
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
衟

論
と
は
堯
舜
の
衟
が
禹
、

湯
、
文
王
、
武
王
、
周
公
と
繼
承
さ
れ
、
孔
子
に
お
い
て
集
大
成
さ
れ
、
そ
れ
が

曾
子
、
子
思
を
經
て
、
孟
子
ま
で
繼
承
さ
れ
、
そ
れ
が
宋
代
に
復
興
さ
れ
る
、
と

考
え
る
思
想
で
あ
る
。
こ
の
歬
提
に
從
え
ば
、
先
行
す
る
文
獻
の
思
想
が
後
世
へ

と
承
け
繼
が
れ
て
い
く
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
代

以
歬
の
孔
孟
一
致
論
者
が
、『
論
語
』
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
に
整
合
的
に
『
孟

子
』
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
そ
の
意
味
で
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

方
、
朱
子
は
、
同
じ
孔
孟
一
致
論
で
あ
っ
て
も
、
孟
子
は
孔
子
の
思
想
を
正
し
く

繼
承
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
孟
子
の
思
想
は
全
て
孔
子
に
そ
の
由
来
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
方
向
で
遡
及
的
に
理
解
し
、
む
し
ろ
『
孟
子
』
を
基
準
に

『
論
語
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、『
孟
子
』
や
『
論
語
』
に
對
し
て
の
、
朱
子
の
個
々
の
解
釋
を

め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
次
に
、
よ
り
包
括
的
な

點
か
ら
、
朱
子

が
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
思
想
の
關
係
性
を
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
考

察
し
た
い
。『
語
類
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
子
の
說
く
こ
と
は
孟
子
を
包
み
込
ん
で
い
る
が
、
孟
子
の
言
う
こ
と
も
聖

人
の
敎
え
の
領
域
を
逸
脫
し
得
な
い
の
だ
。
楊
衟
夫
錄
。

る
。
し
ば
ら
く
こ
の
言

の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
「
居
處
は
恭
し
く

…
」
は
、『
論
語
』
子
路
篇
の
、

樊
遲
仁
を
問
う
。
子
曰
く
、
居
處
は
恭
し
く
、
事
を
執
り
て

し
み
、
人
と

與
わ
り
て
忠
た
り
。
夷
狄
に
之
く
と
雖
も
、

つ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

樊
遲
問
仁
。
子
曰
、
居
處
恭
、
執
事

、
與
人
忠
。
雖
之
夷
狄
、
不
可

也
。

に
基
づ
く
。
朱
子
は
、『
論
語
』
の
こ
の
條
を
「
居
處
恭
」
を
外
面
の
現
れ
、「
執

事

」
を
內
面
の
脩
養
、「
雖
之
夷
狄
、
不
可

也
」
を
何
時
で
も
固
守
し
て
失

わ
な
い
こ
と
の
意
味
と
し
て
解
釋
す
る（
（（
（

。
ま
た
、『
孟
子
』
の
擴

說
は
、『
孟

子
』
公
孫
丑
上
の
、

凢
そ
我
に
四
端
㊒
る
者
、
皆
擴
め
て
之
を

た
す
を
知
れ
ば
、
火
の
始
め
て

然
え
、
泉
の
始
め
て
逹
す
る
が

し
。

し
能
く
之
を

た
せ
ば
、
以
て
四

海
を
保
ん
ず
る
に
足
る
。

し
之
を

た
さ
ざ
れ
ば
、
以
て
父
母
に
事
う
る

に
足
ら
ず
。

凢
㊒
四
端
於
我
者
、
知
皆
擴
而

之
矣
、

火
之
始
然
、
泉
之
始
逹
。

能

之
、
足
以
保
四
海
。

不

之
、
不
足
以
事
父
母
。

に
基
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
「
擴

」
と
は
、
人
閒
が
本
来
㊒
し
て
い
る
衟
德
性
の

端
緖
で
あ
る
四
端
を
擴

さ
せ
、
仁
義
禮
智
に
到
逹
し
よ
う
と
す
る
工
夫
で
あ

る（
（（
（

。『
論
語
』
で
は
、
孔
子
が
樊
遲
に
「
仁
」
を
問
わ
れ
て
、「
居
處
は
恭
し
く
」

以
下
の
﨤
答
を
す
る
。
朱
子
は
こ
の
「
居
處
は
恭
し
く
」
以
下
を
『
孟
子
』
の

「
擴

」
の
工
夫
と
見
て
、
そ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
っ
て
「
仁
」
に
至
る
こ
と
を
孔

子
が
說
い
た
も
の
と
し
て
『
論
語
』
の
こ
の

を
解
釋
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
擴

」
に
よ
っ
て
「
仁
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
の
は
、

人

に
は
四
端
と
い
う
善
性
の
端
緖
が
備
わ
っ
て
い
る
と
『
孟
子
』
が
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
よ
っ
て
朱
子
の
解
釋
に
從
っ
て
、『
論
語
』
子
路
篇
の
孔
子
の
こ
の
發
言

が
擴

を
說
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
性
善
說
の
考
え
方
を
歬
提
に



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
一
四

り
て
忠
た
り
」
な
ど
の
語
を
敎
え
る
の
は
、
則
ち
實
踐
の
と
こ
ろ
に
沿
っ
て

工
夫
す
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、「
存
心
」や「
養
性
」は
自
然
と（『
論

語
』
の
說
く
實
踐
の
中
に
）
あ
る
の
だ
。
程
端

錄
。

孟
子
言
存
心
、
養
性
、
便
說
得
虛
。
至
孔
子
敎
人
、
居
處
恭
、
執
事

、
與

人
忠
、
等
語
、
則
就
實
行
處
做
功
夫
。
如
此
、
則
存
心
、
養
性
自
在
。
端

。

　
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
に
は
、『
論
語
』
の
記
述
が
具
體
的
な
實
踐
を
說
く
の
み

で

朙
直
裁
な
の
に
對
し
、『
孟
子
』
の
記
述
は
よ
り
說
朙
的
で
、
性
善
說
の
よ

う
な
人
閒
本
性
に
關
わ
る
理
論
や
、
擴

說
の
よ
う
な
體
系
的
な
工
夫
論
を
說

き
、
多
分
に
思
辨
的
で
あ
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
朱
子
の
孔
孟
一
致
論
は
、

『
論
語
』
と
『
孟
子
』
に
こ
う
し
た
相

が
存
在
す
る
こ
と
を
一
度
容
認
し
た
上

で
、
兩
者
を
分
析
し
て
體
系
化
し
よ
う
と
す
る
點
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。
つ

ま
り
、
朱
子
は
『
論
語
』
に
實
踐
を
見
出
し
、『
孟
子
』
に
理
論
を
見
出
し
、
孔

子
が
說
く
實
踐
に
は
『
孟
子
』
が
說
い
た
の
と
同
じ
理
論
が
背
景
に
あ
る
、
と
考

え
る
。
こ
の
よ
う
な
朱
子
の
論
孟

に
從
え
ば
、『
論
語
』
の
內
容
に
は
、
實
踐

と
し
て
の
「
事
」
と
理
論
と
し
て
「
理
」
の
兩
面
が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
對
し
、

『
論
語
』
に
比
べ
る
と
理
論
に
偏
る
『
孟
子
』
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
事
」
の

分
が
不
足
し
、『
論
語
』
を
讀
ん
で
初
め
て
そ
の
實
踐
の
何
た
る
か
を
知
り
得
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歬
引
の
『
語
類
』
の
問
答
は
、
い
ず
れ
も
『
論
語
』
の
說

き
方
は
『
孟
子
』
に
勝
る
と
言
う
が
、
こ
れ
は
決
し
て
孔
子
の

威
に
お
も
ね
っ

て
の
發
言
で
は
な
く
、
朱
子
の
論
孟

か
ら
來
る
當
然
の
歸
結
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
ま
た
朱
子
は
、

孔
門
で
は
「
心
」
の
こ
と
を
全
く
說
か
な
い
と
い
っ
て
も
、「
仁
」
に
つ
い

て
の
弟
子
の
質
問
に
答
え
る
と
こ
ろ
は
、
心
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
で
な
く
て
、
何
な
の
だ
。「
仁
」
と
は
つ
ま
り
「
心
」
の
こ
と
だ
。
た
だ

當
時
は
「
心
」
と
い
う
一
字
を
言
わ
な
か
っ
た
だ
け
だ
。
枅（
（（
（

錄
。

夫
子
所
說
包
得
孟
子
、
孟
子
所
言
却
出
不
得
聖
人
疆
域
。
衟
夫
。

　

こ
の
條
は
、
孔
孟
の
思
想
の
一
貫
性
を
說
く
と
同
時
に
、『
孟
子
』
の
內
容
が

一
見
『
論
語
』
の
內
容
を
逸
脫
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
究
極
的
に
は
『
論
語
』

の
內
に
そ
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
『
語

類
』
卷
百
二
十
に
は
以
下
の
よ
う
な
發
言
も
見
え
る
。

も
し
、『
論
語
』
に
お
い
て
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
し
ば
ら

く
す
る
と
『
孟
子
』
に
お
い
て
理
解
で
き
る
。『
孟
子
』
に
あ
る
こ
と
は
、

つ
ま
り
『
論
語
』
に
も
あ
る
の
だ
。『
孟
子
』
は
『
論
語
』
に
勝
る
と
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
黃
義
剛
錄
。

如
論
語
上
看
不
出
、
少
閒
就
孟
子
上
看
得
出
。
孟
子
上
底
、
只
是
論
語
上
底
。

不
可
衟
孟
子
勝
論
語
。
…
義
剛
。

　

こ
の
記
錄
に
よ
っ
て
、
朱
子
は
『
論
語
』
に
お
い
て
理
解
し
に
く
い
箇
所
を
、

『
孟
子
』
を
通
じ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、『
孟
子
』
を
通
じ
て

『
論
語
』
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「『
孟
子
』
は
『
論
語
』
に
勝

る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
斷
わ
る
の
は
、
や
や
も
す
る
と
『
孟
子
』
を

『
論
語
』
よ
り
重
ん
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
對
す
る
朱
子
の
自
戒
の
念
を
讀
み
取
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
實
際
に
『
論
語
』
の
內
容
が
『
孟
子
』
に
よ
っ
て
解
釋
さ
れ

る
な
ら
、『
孟
子
』
の
み
讀
め
ば
よ
い
の
で
は
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
得
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
に
對
し
て
は
、
以
下
の
『
語
類
』
の
問
答
が
參
考
に
な
る
。

孟
子
は
人
に
敎
え
る
際
、
義
理
の
大
要
を
言
う
が
、
孔
子
は
身
に
せ
ま
っ
て

實
踐
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
人
に
敎
え
る
。
程
端

錄
。

孟
子
敎
人
多
言
理
義
大
體
、
孔
子
則
就
切
實
做
工
夫
處
敎
人
。
端

。

孟
子
が
「
存
心
」
と
か
「
養
性
」
と
言
う
の
は
、
實
體
の
無
い
も
の
を
說
い

て
い
る
。
孔
子
が
人
に
「
居
處
は
恭
し
く
、
事
を
執
り
て

み
、
人
と
與
わ



孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
子
の
位
置

一
一
五

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
の
冐
頭
で
も
述
べ
た
が
、
孔
孟
一
致
論
は
漢
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
徐
々

に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
內
容
の
變
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
㊟
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
孟
子
が
㊟
目
さ
れ
る
の

は
、
宋
代
に
餘
り
に
顯

な
現
象
で
あ
る
た
め
に
、
宋
代
以
歬
の
孔
孟
一
致
論
者

は
單
に
宋
代
の
先
驅
者
と
し
て
し
か
㊟
目
さ
れ
ず
、
獨
自
の
特
徵
が
㊟
目
さ
れ
る

こ
と
は
無
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
、
本
稿
で
は
宋
代
以
歬
の
尊
孟
論
者
に
獨
特
の
性
論
を
持
つ
思
想

家
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
性
論
は
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
思
想
的
違
い
を
示
す

顯

な
例
で
あ
る
こ
と
に
㊟
目
し
、
性
論
に
お
け
る
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
扱

い
を
基
準
と
し
て
、
程
朱
學
の
孔
孟
一
致
論
と
そ
れ
以
歬
の
孔
孟
一
致
論
を
比
較

し
、
そ
れ
を
通
し
て
朱
子
の
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
解
釋
の
特
徵
を
歷
史
的
に

位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
極
め
て
朙
確
な
特
徵
付
け
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、
宋
以
歬
の
孔
孟
一
致
論
は
、『
論
語
』
の
內
容
を
主
と
し
つ
つ
、

『
孟
子
』
の
思
想
を
そ
れ
に
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に

對
し
、
程
朱
學
の
孔
孟
一
致
論
は
、『
孟
子
』
の
思
想
を
通
じ
て
遡
及
的
に
『
論

語
』
の
內
容
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
結
論
を
得
た
。
特

に
朱
子
は
、『
論
語
』
は
實
踐
を
說
き
、『
孟
子
』
は
そ
の
理
論
を
說
く
も
の
と
位

置
づ
け
、
兩
書
の
內
容
的
違
い
を
語
り
口
の
違
い
と
し
て
處
理
し
、
巧
み
に
兩
書

の
違
い
を
解
消
し
た
。
こ
こ
に
、
單
に
孔
孟
の
一
致
に
目
を
向
け
る
の
み
な
ら

ず
、
孔
孟
の
違
い
を
も
包
括
し
た
形
で
そ
の
思
想
の
體
系
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
、
孔
孟
一
致
論
の
一
つ
の
到
逹
點
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
稿
で
論
じ
た
の
は
性
論
に
關
わ
る
ご
く
一

の

述
の
み
で
あ

曰
、
孔
門
雖
不
曾
說
心
、
然
答
弟
子
問
仁
處
、
非
理
會
心
而
何
。
仁

心
也
。

但
當
時
不
說
箇
心
字
耳
。
…
枅
。

と
も
言
う
。『
論
語
』
で
は
「
心
」
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
說
か
れ
て
い
な
い
が
、

朱
子
は
『
論
語
』
の
最
重
要
槪
念
と
も
言
う
べ
き
「
仁
」
を
「
心
」
の
こ
と
に
讀

み
換
え
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。「
心
」
は
『
孟
子
』
全
篇
を
通
じ

て
の
重
要
槪
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
朱
子
が
『
論
語
』
の
內
に
、『
孟
子
』

の
思
想
を
讀
み
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
例
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
本
稿
第
一

の
內
容
を
振
り
﨤
ろ
う
。
宋
代
以
歬
の
孔
孟
一
致
論
者
の

性
論
は
、
い
ず
れ
も
『
論
語
』
の
階
層
的
な
思
想
を
雛
形
と
し
つ
つ
、
一

に

『
孟
子
』
の
思
想
を
取
り
込
む
こ
と
で
論
孟
の
體
系
を
築
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
聖
人
と
衆
人
と
の
一
致
を
『
孟
子
』
本
文
が
說
く
箇
所
で
、
一
貫

し
て
兩
者
の
別
を
說
こ
う
と
す
る
趙
岐
の
『
孟
子
』
解
釋
は
、「
孟
子
は
論
語
に

依
據
し
て
書
か
れ
た
」
と
す
る
『
孟
子
』
理
解
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
對
し
『
孟
子
』
に
基
づ
い
て
、
遡
及
的
に
『
論
語
』
を
理
解
す
る
朱
子

の
孔
孟
一
致
論
の
態
度
は
、
宋
以
歬
に
お
い
て
一
般
的
だ
っ
た
論
孟
に
對
す
る
態

度
を
根
底
か
ら
覆
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
朱
子
に
と
っ
て
、『
論
語
』
よ
り
『
孟
子
』
を
重
ん
ず

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
朱
子
の
四
書
解
釋
は
、
實
質
的
に
は
、『
孟

子
』
に
基
づ
い
て
『
論
語
』
の
內
容
を
解
釋
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
經
書
と

し
て
の
『
論
語
』
の
地
位
は
依
然
と
し
て
、
否
、『
孟
子
』
の
理
論
を
吸

し
た

分
だ
け
以
歬
に
も
增
し
て
高
ま
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子

の
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
解
釋
の
特
徵
の
一
端
を
確
認
し
て
、
終
わ
る
こ
と
と
し

た
い
。
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か
、
を
知
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
性
論
を
扱
う
た
め
で
あ
る
。
宋
代
の
性
論

を
問
題
に
し
な
が
ら
も
、
佛
敎
思
想
の
影
响
に
つ
い
て
考
察
し
な
い
の
も
同
じ
理
由

に
よ
る
。
ま
た
、
歬
揭
森
書
は
考
察
對
象
を
上
古
よ
り
漢
代
ま
で
と
す
る
が
、
本
稿

は
漢
代
か
ら
宋
代
に
到
る
ま
で
の
性
論
の
變
化
を
問
題
と
す
る
。

（
4
）　
『
論
語
』、『
孟
子
』
の
經
文
は
、
古
㊟
の
關
わ
る
と
こ
ろ
以
外
は
中

書
局
、
新

編
諸
子
集
成
本
『
四
書

句
集
㊟
』（
一
九
九
五
年
發
行
）
を
用
い
た
。

（
5
）　

四

叢
刊
景
印
、
宋　

治
平
監
本
『
揚
子
法
言
』
を
用
い
る
。

（
6
）　

揚
雄
と
同
時
代
の
劉

の
『
別
錄
』
の
內
容
を
繼
承
す
る
、
班
固
の
『
漢
書
』

文
志
は
、『
論
語
』
を
六

略
の
末
に
附
す
る
一
方
、『
孟
子
』
を
諸
子
略
に
分
類
す

る
。
揚
雄
が
、『
孟
子
』
を
「
諸
子
」
と
區
別
し
て
評
價
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ

う
し
た
狀
況
に
對
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）　

中

書
局
本
、『
論
衡
校
釋
』
に
據
る
。

（
8
）　
『
論
衡
』
別
通
篇
「
周
世
通
覽
之
人
、
鄒
衍
之
徒
、
孫
卿
之
輩
、
受
時
王
之

、

尊
顯
於
世
。」
王

の
人
物
評
價
に
つ
い
て
は
佐

匡
玄
『
論
衡
の
硏
究
』「
王

に

お
け
る
理
想
的
人
閒
像
」
を
參
照
。

（
9
）　

例
え
ば
、『
論
衡
』
累
害
篇
に
は
、「
偶
俗
全
身
、
則
鄕
原
也
。
鄕
原
之
人
、
行
全

無
闕
、
非
之
無
舉
、
刺
之
無
刺
也
。
此

孔
子
之
所
罪
、
孟
軻
之
所
愆
也
。」
と
あ

る
。
こ
れ
は
、『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
子
曰
く
、
鄕
原
は
德
の
賊
な
り
」
と
あ
り
、

『
孟
子
』
盡
心
下
に
「
閹
然
と
し
て
世
に
媚
ぶ
る
者
は
、
是
れ
鄕
原
な
り
」
と
同

の
主
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

問
朙
篇
に
「
吾
不
見
震
風
之
能
動

聵
也
。」
と
あ
る
の
も
、
下
愚
の
向
上
不
可

能
性
を
說
い
た
も
の
と
言
え
る
。
以
上
の
揚
雄
の
人
閒

に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三

『
法
言
の
思
想
』（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
十
九
集
）
を
參
照
。

（
11
）　

曰
、
性
之
品
㊒
上
中
下
三
。
上
焉
者
、
善
焉
而
已
矣
。
中
焉
者
、
可
導
而
上
下

也
。
下
焉
者
、
惡
焉
而
已
矣
。
…
故
曰
、
三
子
之
言
性
也
、
舉
其
中
而
遺
其
上
下
者

也
、
得
其
一
而
失
其
二
者
也
。
曰
、
然
則
性
之
上
下
者
、
其
終
不
可
移
乎
。
曰
、
上

り
、
宋
代
の
人
物
と
し
て
も
代
表
的
な
孔
孟
一
致
論
者
と
し
て
朱
子
の
他
に
數
名

を
取
り
上
げ
た
に
過
ぎ
ず
、
未
だ
宋
代
全
體
を
論
ず
る
に
は
足
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

㊟
（
1
）　

漢
代
の
性
論
に
關
し
て
は
森
三
樹
三
郎
『
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
性
命

の
展

開
』（
創
文
社
、
一
九
七
一
年
）
を
參
照
。

（
2
）　

宋
代
に
お
け
る
孟
子
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
近

正
則
『
王
安
石
の
孟
子
尊

崇
に
つ
い
て―

元
豐
の
孟
子
配
亨
と
孟
子
聖
人
論
を
中
心
と
し
て―

』（『
日
本
中
國

學
會
報
』
第
三
十
六
集
）
や
、『
宋
代
の
孟
子
批

に
つ
い
て―

余
允
文
『
尊
孟
辨
』

採
錄
の
非
孟
論
を
中
心
と
し
て―
』（
上
・
中
・
下
）（『
漢
文
敎
室
』
四
十
六
號
・

四
十
七
號
、
一
九
八
三
年
。
四
十
八
號
、
一
九
八
四
年
）
が
多
く
の
例
を
舉
げ
、
詳

細
に
考
察
し
て
い
る
。
特
に
、「
宋
代
の
『
孟
子
批

』
に
つ
い
て
（
中
）」
に
は
、

「
孟
子
の
性
善
說
の
提
唱
が
特
出
さ
れ
、
…
い
わ
ば
性
善
說
の
提
唱
こ
そ
孟
子
の
大

功
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
評
價
が
定
着
す
る
に
は
、
程
伊
川
・
楊
龜
山
の
孟
子
說

を
繼
承
し
た
、
朱
子
の
『
孟
子
序
說
』
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
歬
に
お
い

て
は
、
む
し
ろ
孔
子
思
想
を
逸
脫
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
傾
向
に

あ
る
。」
と
す
る
指

が
あ
り
、
本
稿
の
宋
代
に
お
け
る
孟
子
の
性
善
論
の
受
容
過

程
に
對
す
る
理
解
も
、
こ
の
指

に
據
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
大
陸
の
硏
究

で
は
、
周
淑

『
兩
宋
孟
學
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
こ
の
テ
ー

マ
に
關
わ
る
も
の
で
特
に
㊒
力
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
硏
究
の
指

を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
視
點
を
宋
以
歬
の
孔
孟
一
致
論
と
、
そ
の
到
逹
點
と
し
て
の

朱
子
に
廣
げ
、
通
史
的
に
孔
孟
一
致
論
の
展
開
を
考
察
す
る
點
に
主
眼
が
あ
る
。

（
3
）　

本
稿
は
、
敢
え
て
性
論
に
お
い
て
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
み
を
扱
う
。
そ
れ

は
、
本
稿
は
哲
學
的
な
意
味
で
の
性
論
の
展
開
を
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
二
書
の
關
係
を
い
か
に
捉
え
る



孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
子
の
位
置

一
一
七

之
性
、
就
學
而
愈
朙
、
下
之
性
、
畏
威
而
寡
罪
。
是
故
上
者
可
敎
、
而
下
者
可
制

也
、
其
品
則
孔
子
謂
不
移
也
。

（
12
）　
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
惻
隱
之
心
、
人
皆
㊒
之
。
…
惻
隱
之
心
、
仁
也
。
…
仁
義

禮
智
、
非
由
外
鑠
我
也
、
我
固
㊒
之
也
、
弗
思
耳
矣
。」

（
13
）　

中

書
局
本
、

輿
『
春
秋
繁
露
義
證
』（
一
九
九
二
年
出
版
）
を
用
い
る
。

（
14
）　
『
春
秋
繁
露
』
深
察
名
號
篇
「
性
㊒
善
端
、
動
〔
→

〕
之
愛
父
母
、
善
於
禽
獸

則
謂
之
善
、
此
孟
子
之
善
。
循
三
綱
五
紀
、
通
八
端
之
理
、
忠
信
而
博
愛
、
敦
厚
而

好
禮
、
乃
可
謂
善
、
此
聖
人
之
善
也
。」（

輿
『
春
秋
繁
露
義
證
』
は
「
動
」
の
字

を
「

」
に
改
め
る
。）

（
15
）　
『
孟
子
』
の
本
文
と
趙
岐
㊟
は
、

文
印
書
館
景
印
、
嘉
慶
二
十
年
刊
、
阮
元
校

『
孟
子
㊟

』
に
據
っ
た
。
所
引
の
趙
岐
㊟
に
は
、
一

阮
元
の
校
勘
記
に
從
っ

て
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
16
）　

同
じ
『
孟
子
』
の
こ
の
條
に
對
し
て
朱
子
は
『
朱
子
語
類
』
卷
百
四
、
包
揚
錄
に

お
い
て
「
某
十
數
歲
時
讀
孟
子
言
聖
人
與
我
同
類
者
、
喜
不
可
言
、
以
爲
聖
人
亦
易

做
。
今
方
覺
得
難
。
揚
。」
と
言
い
、
修
養
に
よ
っ
て
聖
人
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
朱
子
の
聖
人

の
成
立
に
大
き
な
刺
激
を
與
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
古
㊟
・
新
㊟
の
違
い
を
よ
く
表
す
一
段
と
言
え
る
。

（
17
）　

趙
岐
『
孟
子
』
㊟
の
題
下
の
㊟
は
、『
孟
子
』
梁

王
篇
は
『
論
語
』
衞
靈
公
篇

に
、
公
孫
丑
篇
は
子
路
篇
に
、
滕
文
公
篇
は
衞
靈
公
篇
に
、
離
婁
篇
は
述
而
篇
、

篇
は
顏
淵
篇
、
吿
子
篇
は
子
罕
篇
に
、
盡
心
篇
は
爲
政
篇
に
因
む
も
の
と
し
て
說

朙
す
る
。

（
18
）　

王
安
石
の
性
論
に
つ
い
て
は
、
內
山
俊
彥
『
王
安
石
思
想
初
探
』（『
日
本
中
國
學

會
報
』
第
十
九
集
）、
近

氏
㊟（
1
）『
日
本
中
國
學
會
報
』
論
文
を
參
照
。

（
19
）　

四

叢
刊
景
印
、
朙　

嘉
靖
版
『
臨
川
先
生
文
集
』。

（
20
）　

性
生
乎
情
、
㊒
情
然
後
善
惡
形
焉
。
而
性
不
可
以
善
惡
言
也
。
此
吾
所
以

于
二

子
。
…
且
諸
子
之
所
言
、
皆
吾
所
謂
情
也
、
習
也
、
非
性
也
。
…
孔
子
曰
、
性
相
近

也
、
習
相
遠
也
。
吾
之
言
如
此
。

（
21
）　

喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
、
未
發
于
外
而
存
于
心
、
性
也
。
喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
、
發
于
外

而
見
于
行
、
情
也
。
性
者
情
之
本
、
情
者
性
之
用
。
故
吾
曰
、
性
、
情
一
也
。
彼
曰

性
善
、
無
它
、
是
嘗
讀
孟
子
之
書
、
而
未
嘗
求
孟
子
之
意
耳
。
…
曰
、
然
則
性
㊒
惡

乎
。
曰
、
孟
子
曰
、
養
其
大
體
爲
大
人
、
養
其
小
體
爲
小
人
。
揚
子
曰
、
人
之
性
、

善
惡
混
。
是
知
性
可
以
爲
惡
也
。

（
22
）　
『
孟
子
』
吿
子
上
「
孟
子
曰
、
從
其
大
體
爲
大
人
、
從
其
小
體
爲
小
人
。」

（
23
）　

孔
子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
吾
是
以
與
孔
子
也
。
…
曰
、
習
于
善
而
已

矣
、
所
謂
上
智
者
、
習
于
惡
而
已
矣
、
所
謂
下
愚
者
。
一
習
于
善
、
一
習
于
惡
、
所

謂
中
人
者
。
…
㊒
人
于
此
、
未
始
爲
不
善
也
、
謂
之
上
智
可
也
。
…
惟
其
不
移
、
然

後
謂
之
上
智
、
惟
其
不
移
、
然
後
謂
之
下
愚
、
皆
于
其
卒
也
命
之
。
夫
非
生
而
不
可

移
也
。

（
24
）　

轍
は
『
孟
子
』
の
性
論
に
つ
い
て
、『
孟
子
』
は
性
が
善
で
あ
る
と
は
說
い
て

い
な
い
、
と
考
え
る
。

轍
『
欒
城
集
後
集
』（『
四

叢
刊
』
所

嘉
靖
版
）
卷
六

「
孟
子
解
」
に
、「
孔
子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
夫
雖
堯
舜
而
均
㊒
是
謂
近
、

及
其
與
物
相
遇
、
而
堯
以
爲
善
、
桀
以
爲
惡
、
是
謂
相
遠
。
習
者
、
性
所
㊒
事
也
。

自
是
而
後
相
遠
、
則
善
惡
果
非
性
也
」
と
あ
る
。

（
25
）　
『
宋
元
學
案
』（
中

書
局
本
）
卷
四
十
二
、五
峯
學
案
に
、「
胡
宏
、
字
仁
仲
、

崇
安
人
、
文
定
（
胡
安
國
：
執
筆
者
㊟
）
之
季
子
。
自
幼
志
于
大
衟
、
嘗
見
龜
山
于

京
師
、

從
侯
師
聖
于

門
、
而
卒
傳
其
父
之
學
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
胡
宏
は
胡

安
國
を
祖
と
す
る
湖
南
學
派
に
屬
す
る
。
胡
宏
の
性
說
と
し
て
は
、『
知
言
』（『
胡

宏
集
』
所

、
中

書
局
、
一
九
八
七
年
出
版
）
に
「
先
君
子
曰
、
孟
子
衟
性
善
云

者
、
嘆
美
之
辭
也
、
不
與
惡
對
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
孟
子
』
の
「
性
善
」
の
「
善
」

と
は
、
嘆
美
の
辭
で
あ
っ
て
、
善
惡
相
對
の
「
善
」
で
は
な
い
と
す
る
立
場
を
と

る
。
こ
の
性
說
は
先
君
子
（
胡
安
國
）
の
說
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
湖
南
學
派
で

影
响
力
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
一
八

（
26
）　

徐
積
は
『
宋
史
』
卷
四
五
九
に
「
徐
積
、
字
仲
車
、
楚
州
山
陽
人
。
…
從
胡
翼
之

（
胡
瑗
）
學
。」
と
あ
り
、
程
頤
の
師
で
も
あ
る
胡
瑗
に
學
ぶ
。
徐
積
の
性
論
に
つ
い

て
は
、
近

正
則
『
程
伊
川
の
『
孟
子
』
の
受
容
と
衍
義
』
汲
古
書
院
（
一
九
九
六

年
）
の
附
錄
二
、「
徐
積
の
孔
子
性
善
說
に
つ
い
て
」
に
詳
し
い
論
及
が
あ
る
。
氏

は
徐
積
の
孔
子
性
善
論
の
敎
條
主
義
的
な
側
面
を
强
調
し
、「
思
想
史
の

れ
と
逆

方
向
を
指
向
」
す
る
も
の
と
見
な
す
が
、『
孟
子
』
を
『
論
語
』
の
義

と
見
な
す

點
自
體
は
、
後
代
の
程
朱
の
論
孟
解
釋
に
見
ら
れ
る
遡
及
的
な
解
釋
方
法
の
ラ
ジ

カ
ル
な
ケ
ー
ス
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

（
27
）　

程
子
曰
、
人
性
本
善
、
㊒
不
可
移
者
何
也
。
語
其
性
則
皆
善
也
、
語
其
才
則
㊒
下

愚
之
不
移
。
所
謂
下
愚
㊒
二
焉
。
自
暴
自

也
。
人

以
善
自
治
、
則
無
不
可
移
、

雖
昏
愚
之
至
、
皆
可
漸
磨
而
進
也
。
惟
自
暴
者
拒
之
以
不
信
、
自

者
絕
之
以
不

爲
、
雖
聖
人
與
居
、
不
能
化
而
入
也
、
仲
尼
之
所
謂
下
愚
也
。

（
28
）　

中

書
局
本
（
一
九
八
六
年
出
版
）
を
用
い
る
。

（
29
）　

恭
主
容
、

主
事
。
恭
見
於
外
、

主
乎
中
。
之
夷
狄
不
可

、
勉
其
固
守
而
勿

失
也
。

（
30
）　

惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
惡
之
心
、
義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
。
是

非
之
心
、
智
之
端
也
。
人
之
㊒
是
四
端
也
、
猶
其
㊒
四
體
也
。
凢
㊒
四
端
於
我
者
、

知
皆
擴
而

之
矣
、

火
之
始
然
、
泉
之
始
逹
。

能

之
、
足
以
保
四
海
。

不

之
、
不
足
以
事
父
母
。（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）

（
31
）「
語
類
姓
氏
」
は
、「
枅
、
徽
續
類
」
と
記
し
、
姓
を
不
詳
と
す
る
。


